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且
つ
今
回
の
震
災
は
附
近
鳳
儀
、
弧
波
、
蒙
化
各
燃
に
及
ふ
と
俸
へ
居
れ
り
蛍
地
時
開
外
人
側
に
於
て
は
大
理
に
於
け
る
死
者
は
約
三
百
名
に
過
す
と
腕

?
其
他
財
産
損
害
の
程
度
に
就
て
も
風
説
医
々
に

L
て
正
確
な
る
数
は
観
知
し
難
き
も
雲
南
省
と
し
て
は
可
な
り
甚
大
な
る
損
害
に
し
て
目
下
其
杭
慣
筑

に
付
支
那
官
民
に
於
て
講
究
中
な
り
.
倫
同
地
方
在
留
外
人
は
立
敬
師
其
他
な
る
が
何
れ
も
生
命
無
事
な
る
回
目
各
自
図
領
事
館
に
報
導
あ
り
十
い
る
趣
に
し
て

本
邦
人
に
て
同
地
に
在
留
又
は
放
行
中
の
者
皆
無
な
り
。
」

地
問
を
見
る
に
蒙
化
府
は
大
却
の
南
微
東
五
十
六
粁
程
捕
波
府
は
南
東
約
六
十
二
粁
に
あ
り
而
し
て
雲
南
府
は
大
関
府
の

南
東
二
百
七
十
粁
に
あ
hJ
て
、
我
閤
相
模
湾
よ
b
大
阪
又
は
神
戸
迄
へ
の
距
離
に
相
蛍
す
、
相
模
大
地
震
に
於
け
る
紳
戸

の
震
度
は
微
弱
な

b
し
も
、
こ
う
に
報
告
3
れ
し
芸
南
に
於
て
は
弱
震
と
あ

b
(
気
象
墨
の
震
度
階
級
の
弱
震
よ
hJ
小
な

bEY--}
し
℃
も
)
以
℃
本
地
震
の
相
営
に
強
烈
た

b
し
を
畑
山
像
す
る
之
と
を
得
ぺ

3
な
b
。

関
東
大
震
と
其
の
世
界
各
所
の
記
録
に
就
て

藤

秀

ま住

非主イl

大
正
十
二
年
九
月
一
日
午
前
十
一
時
ぷ
十
八
分
頃
(
の
・
冨
・
叶
・
一
九
二
三
年
九
月
一
日
二
時
五
十
八
分
)
及
同
十
三
年

一
月
十
五
日
午
前
五
時
五
十
分
頃
(
一
九
二
四
年
一
月
十
四
日
二
十
時
五
十
分
}
の
雨
地
震
の
震
源
は
相
模
湾
及
相
模
雨

部
に
在
b
。
前
者
九
月
一
日
の
大
地
震
は
死
者
約
十
高
を
出
じ
ま
し
た
O

H

先
づ
距
蹴
を
測
る
た
め
に
地
球
を
完
全
球
と
看
倣
し
球
面
三
角
よ
A
Y
此
れ
を
計
算
致
じ
ま
し
た
。

九



'七
LI。

計
算
に
先
だ
ち
先
づ
必
要
な
の
は
震
源
の
位
置
て
す
。
然
る
に
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
入
分
の
地
震
の
震
央
は
本

邦
地
震
皐
者
の
聞
に
屡
々
問
題
に
な
っ
た
も
の
で
各
々
其
の
著
書
に
異
な
る
震
央
を
指
し
何
れ
の
震
源
を
採
る
可
舎
や
大

に
迷
ひ
ま
し
た
。
偶
々
岡
宮
先
生
の
前
銃
「
日
本
に
於
け
る
地
震
波
動
の
縛
搭
に
就
て
の
研
究
」
中
を
幸
ひ
に
御
指
導
を

迎
ぎ
ま
し
て
震
源
の
経
緯
度
を
定
め
ま
じ
た
。
共
の
経
緯
度
は
相
模
湾
の
北
緯
三
十
五
度
一
一
、
東
径
百
三
十
九
度
三
と
な

hJ
ま
し
た
。
又
一
月
十
五
日
午
前
五
時
五
十
分
頃
の
地
震
は
前
者
よ

b
少
し
く
北
寄
に
震
源
が
あ
b
ま
し
た
。

距
離
を
計
算
す
る
に
営
っ
て
一
月
十
五
日
の
.
震
源
と
九
月
一
日
の
震
源
と
を
別
所
の
も
の
と
し
て
測
定
し
見
ま
し
た
庭

震
源
よ
り
弧
度
に
し
て
十
五
度
を
隔
℃
た
観
測
所
に
て
は
殆
ん
ど
其
の
影
響
を
被
ら
な
か
っ
た
矯
め
十
五
度
以
上
の
各
所

の
計
算
に
は
同
一
震
央
と
看
倣
ま
し
た
。
此
の
計
算
の
結
果
十
五
度
以
内
及
八
十
度
と
百
度
と
の
問
に
観
測
所
が
籾
密
て

他
の
部
は
疎
て
し
た
。
此
れ
は
会
〈
地
勢
の
然
ら
し
む
る
所
で
す
。
斯
く
し
℃
測
定
し
ま
し
た
距
離
の
配
置
は
左
表
の
如

〈
て
あ
b
・ます。
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Ku血agaya 2 58 51 
10 00' 

Kobe 2 59 27 
30 19' 

Hakodate 3 00 13 3 01 52 
60 42'-

Fukuoka 3 00 22 302 04 
70 25' 

Dairen 3 01 49 3 04 42 
}40 1&' 

Zi-ka-wei 5 02 15 3 05 17 
150 37' 

Hongkong 3 04 00 
180 5<;' 

ManiIa 3 04 11 3 13 14 
26
0 
2ユ'

Batavia 3 07 37 3 14 59 3 15 44 
500 34' 。

Honolulu 3 08 22 3 16 22 3 25 00 3 21 _23 
550 59' 

8Hka 
， 

580 42' 
3 08 25 3 16 5-3 3 26 19 

1_ Victoria 
680 49'- 3 09 40 3 18 43 3 26 55 

Wien 
3 10 54 3 21 24 3 14 23 

820 18' 

Beograd 3 11 00、 3 21 27 3 42 54 3 14 39 3 15 44 
820 43' 

午1



舟11

New Zealand I 3 11 06 I 3 21 12 I 3 33 24 
830 07' 

Uggle 1 3 11 09 1 3 21 43 1 3 37 - 1 3 14分，3 I 3 27年h干 3 31分，4 
850 18' 

l Tucson 311223220133435 I _ ... 850 5u' 
Toronto I .3 11 48 I 3 22 54 I 8 43 13 

890 55' 

Chicago 1 3 11 42 1 8 22 16 1 3 41 55 
910 51' 

Ottawa I 3 .11 49 I 3 22 36 I 3 37 ー
930 2ct' 

N orth ficld I 3 12 02 I 3 22 46 I 3 54 -. 
950 2ら'

vYashington 、 312 21 I 3 23 01 I 3 41 42 I 3 16 15 
980 36' 

Cheletenhamu 1 3 12 43 13 23 59 1 3 42 19 1 3 16 20 
980 5ι' 

ViegW1210433' 3201034742  33548 

Balboa Height，ぅ 3 ~O 00 
1220 36' 

Rio De J arieiro い 3 18 52 I 3 23 08 I 3 48 30 I i I I 3 31 00 I 3 35 19 
1670 38' 

Mastor I 3 11 14 I 3 22 34 I 3 30 21. I 3 14 16 I 3 17 42 
怒りo 06' 



一月十四日 (G. M. T.) 

P S L PR1 PR。 SR1 SR今

1、。kY9 2附0 分秒 2時o5分o3秒3 50 25 
:>." .. 

~. .' ~ 

Ni一Q"ata 20 50 54 20 51 02 20 51 28 

Oosaka 20 51 13 20 52 01 

Kobe 20 51 13 20 52 06 
. 

Hakodate 20 51 55 20 53 20 

Fukuoka 20 52 17 5353 

Eusan 20 53 26 55 03 
'‘ 

Tairen 20 53 49 56 23 

Taihoku 20 54 44 58 39 

Zi.ka-wei 20 53 57 20 57 01 2L 0 9 b840 

Hongkong 20 55 40 21 00 30 21 03 10 
ー、

Manil!l， 20 56 00 21 01 33 

Honolulu 21 00 ー 21 07. 58 21 17 08 
21 13 35 

-， 
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午国

E;itka 21 00 22 21 08 36 
J 

Victoria 21 01 27 21 10 18 

Wien 21 02 33 21 12 53 21 29 2 1 21 05 50 21 07 59 21 18 18 

Beogrod 21 02 41 21 12 59 21 34 34 21 03 58 

Eshadalmuir 21 02 52 21 13 02 21 29 ー 21 19 ー

. Sarajeve 21 02 51 21 13 09 21 35 07 

Uggle 21 02 54 21 13 14 21 32 - 21 19 -

Tucヨon 21 03 00 21 13 16 21 32 32 

Toronto 21 03 41 21 14 03 21 38 15 21 07 19 

Chicag。 21 03 25 21 13 41 21 32 20 

Ottawa 21 03 35 21 14 00 21 31 30 21 07 35 

e ヲ
New york 21 37 17 21 39 19 

Washington 21 06 30 21 14 30 21 38 ー

Rio De J aneiro 21 01 57 21 12 03 21 30，. 3 



先
γ

つ
第
一
表
に
因
。
b
ま
し
て
震
央
距
離
を
角
川
単
位
に
て
X
軸
に
各
相
の
後
現
時
を
Y
軸
に
採
hJ
ま
し
た
。

始
め
震
源
の
楼
震
時
(
起
震
時
)
が
決
定
し
ま
せ
ん
か
ら
九
月
一
日
及
一
月
十
五
日
の
地
震
を
別
々
の
閏
表
に
作
b
一

々
其
の
起
震
時
を
算
出
し
此
の
二
つ
の
同
表
を
組
合
せ
ま
し
て
第
一
闘
の
如
包
走
時
曲
線
を
描
含
ま
し
た
。
P
波
の

走
時
線
を
描
〈
に
九
月
一
日
の
〈
庁
間
三
宮
、
円
寸
Oω

一
月
円
。
ロ

σ
T
5
r
p
一
月
十
五
日
の

H
C
o
u
o
】
自
己
H10

の
殺
現
時
が

鈴
b
に
遅
過
ぎ
百
度
以
上
の
曲
線
を
描
か
く
之
さ
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
月
十
五
日
の

E
o
口。

γロ
2
3
の
P
は

九
月
一
日
の

smと
合
致
し
、
九
月
一
日
の
認
め
m五
回
己

σ
gの
P
は

E
Yと
考
ふ
る
方
が
至
蛍
の
様
で
す
か
ら
之
れ
を

E
r

E'者
倣
し
，
九
月
一
日
の
問
。
。
り
め

T
宮
町
。
の
P
は
優
孤
を
俸
播
せ
し
波
と
劣
弧
を
俸

b
し
波
と
の
干
渉
に
依
b
ま
心

て
明
瞭
に
表
れ
し
も
の
と
推
定
し
、
共
の
貼
の
位
置
を
百
入
十
皮
線
の
反
野
側
代
移
し
ま
し
た
。

s
波
の
走
時
線
は
同
一
o
巴
o
H
8
0
{
門。

の
後
現
時
刻
が
少
し
く
早
過
ぎ
ま
し
た
の
み
'
て
他
は
何
ん
の
滞
b
も
な
く
引
く

挙
が
出
家
ま
し
た
。
念
の
魚
前
競
「
地
球
内
部
の
構
造
を
論
じ
た
「
マ
セ

Y
ク
エ

1
y
」
氏
の
論
文
」
(
閤
富
氏
)
の
各
層

の
横
波
の
速
度
よ

b
到
達
時
聞
を
計
算
し
営
曲
線
の
百
八
十
度
の
値
と
比
較
し
ま
し
た
庭
、
百
八
十
皮
の
値
の
附
近
ぐ
は

今
求
め
た
走
時
曲
線
、
と
の
差
が
極
め
て
小
で
あ
っ
た
の
で
此
の
値
の
確
貨
な
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

此
の
料
材
に
使
用
し
ま
じ
た
北
米
の
各
観
測
所
の
P

・s
波
の
値
が
意
外
に
も
他
の
値
よ
A
Y
速
度
に
於
℃
大

S
い
の
は
震

央
の
東
側
に
タ
ソ
カ
ロ
ラ
海
溝
が
あ
っ
て
停
播
り
最
初
よ
λ

リ
深
所
を
震
波
が
波
及
し
た
の
に
因
る
影
響
か
と
思
は
れ
ま
す

次
に
L
波
の
走
時
線
は
一
一
線
を
以
て
表
・
τぐ
こ
と
が
不
可
能
て
し
た
か
ら
}
上
下
雨
限
界
直
線
を
以
て
表
す
-
之
と
に
し
ま

:七
首五



七
六

し
允
。
斯
く
し
て
此
の
直
線
の
傾
熱
か
ら
L
波
の
速
度
を
求
め
て
見
ま
す
左
上
限
界
線
に
就
て
は
毎
秒
三
粁
一
一
)
下
限
界

線
に
就
℃
は
毎
秒
四
粁
六
、
平
均
値
毎
秒
三
粁
七
を
符
ま
し
た
。
此
の
卒
均
値
は
レ
イ
レ
イ
波
の
盟
論
よ
hJ
出
ま
す
速
度

毎
秒
三
粁
七
に
極
め
て
普
く
一
致
し
て
居
ま
す
。
叉
長
波
の
速
度
は
今
日
迄
ガ
リ
ッ
チ
ン
、
ク
ヰ
!
へ

Y
ト
、
ヅ
セ
プ
ソ

グ
ヅ
及
ガ
イ
ガ

1
等
諸
氏
の
算
出
叉
は
測
定
ヨ
れ
た
値
と
比
較
し
て
見
ま
す
に
、
之
等
諸
氏
の
値
は
上
述
し
た
卒
均
値
に

略
々
相
等
し
く
毎
秒
三
粁
五
附
近
ぐ
あ
A
Y

ま
し
た
。
乍
然
此
の
上
下
限
界
直
線
に
よ
る
も
一
三
号
重
要
観
測
所
の
値
を
包

含
す
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
か
ら
上
下
の
限
界
直
線
を
曲
線
と
な
し
長
波
到
達
時
刻
が
距
離
の
画
数
と
な
A
Y
多
少
早
ま
る
傾

向
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
ふ
方
が
至
営
ぞ
は
な
か
ら
う
か
さ
息
は
れ
ま
し
た
。

次
に
タ
ム
λ

及
び
ア
ン
グ
ン
ρ

イ
ス
-
7
Y
雨
氏
の
設
即
長
波
の
速
度
が
海
底
正
陸
地
を
通
過
す
る
時
に
速
度
の
差
が
あ

る
と
云
ム
事
賓
が
知
何
な
る
程
度
ま
ぐ
明
瞭
に
表
は
る
旨
か
を
調
べ
て
見
ま
し
た
。
即
ち
陸
地
を
遁
過
し
て
惇
携
す
る
長

波
観
測
所
を
欧
洲
に
採
λ
y
、
海
洋
を
遁
過
し
て
停
播
す
る
長
波
観
測
所
を
北
米
に
採
A
Y

ま
し
て
調
査
し
て
見
ま
し
た
底
意

外
に
も
結
果
は
頗
る
錯
雑
し
ま
し
て
共
の
現
象
を
知
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
烈
ら
く
其
の
比
が
少
な
る
魚
共
の
他

の
影
響
に
打
ち
消
3
れ
た
の
で
せ
う
。

更
に
P
波
の
反
射
波
可
何
回
及
び

]
M
F
S
波
の
反
射
波

ω
H
F
及
び
∞
H
p
mと
の
後
現
を
調
ぺ
ま
し
た
。
司

F
e
]
V
Fは
七

十
五
度
以
上
に
明
瞭
に
後
現
せ
る
魚
か
此
の
附
廷
に
多
〈
観
測
せ
ら
れ
七
十
五
度
附
近
よ
り
後
散
せ
る
様
に
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
然
し
此
の
問
題
は
頗
る
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
今
後
大
に
研
究
の
債
値
が
あ
b
ま
せ
う
。
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セー
入r

以
上
の
・
P

・S
波
の
走
時
曲
線
よ

b
其
の
到
達
時
刻
を
議
取

b
b
ま
し
た
値
を
次
に
表
示
し
ま
す
が
之
等
の
値
は
セ
ヅ

プ
リ
ノ
ヅ
ヅ
及
ガ
イ
ガ
!
氏
の
開
論
式
よ

b
計
算
し
た
値
と
比
較
し
て
見
ま
す
と
殆
ん
ど
大
差
な
い
庭
か
ら
推
し
て
雨
氏
の

計
算
が
可
な

b
遠
距
離
迄
も
一
週
明
田
で
あ
る
事
が
判

b
ま
す
。
向
日
下
の
研
究
は
地
震
波
の
惇
播
に
関
す
る
重
要
な
多
〈
の

問
題

ω解
決
に
訴
し
て
貴
重
な
材
料
で
あ
る
と
忠
ひ
ま
す
の
で
向
引
・
緩
い
て
研
究
を
し
て
見
た
い
と
思
っ
て
居

b
ま
す
。

叉
長
波
の
最
大
振
一
怖
の
記
録
と
震
央
距
離
と
の
関
係
に
就
℃
も
調
ぺ
て
見
ま
し
た
が
此
の
材
料
が
一
つ
の
「
ゴ
ン
ポ

1

ネ
ン
ト
」
の
み
に
限
ら
れ
℃
居
ま
し
た
斜
め
か
整
っ
た
結
果
は
全
く
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
比
の
結
果
は
既
に
マ
セ

Y

ク
エ

1
シ
氏
が
後
表
し
た
所
と
一
致
す
る
も
の
て
ゐ

b
ま
す
。
叉
此
等
週
期
E

と
震
央
距
離
と
の
関
係
に
就
J

し
も
調
べ
て
見

ま
し
た
が
之
れ
も
全
く
関
係
を
認
め
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
恐
ら
く
各
所
て
使
用
し
て
居
る
地
震
計
の
固
有
週
期

が
凡
て
異
る
魚
め
で
し
ょ
う
か
。
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5 1 21 2 30 1 09 

10 2 29 4 45 2 19 
15 3 38 6 42 3 04 

20 4 37 8 32 3 55 

25 5 32 10 09 4 37 

30 6 23 11 40 5 17 

35 7 11 13 06 5 55 

40 7 55 14 . 29 6 34 

45 8 36 15 47 7 04 
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60 10 21 19 09 8 40 

65 10 53 20 03 9 10 
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90 13 23 24 04 10 41 

95 13 4τ 24 49 11 02 
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140 17 11 30 02 12 51 
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終
に
臨
み
図
富
先
生
及
和
逢
石
川
雨
氏
が
御
指
導
並
び
に
御
援
助
下
、
た
さ
れ
し
乙
と
を
深
謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

附
記

「
佐
藤
兵
の
此
研
究
は
地
震
串
上
頗
る
重
要
な
も
の
で
此
論
文
中
に
捜
入
さ
れ
て
あ
る
闘
表
か
ら
も
頗
る
多
〈
の
重
要
な
問
題
の
解
決
が
暗
示
さ

れ
て
居
ま
ナ
。
例
へ
ば
司

F
の
愛
拐
し
た
距
離
が
約
一
高
粁
(
地
球
周
の
示
約
四
分
の
ご
位
の
所
へ
集
合
ぜ
る
一
事
な
ど
も
其
れ
で
す
。
今

後

近

地

地

震

に

就

て

も

此

の

程

の

研

究

が

盛

ん

な

ら

ん

事

を

希

製

ナ

る

次

第

で

あ

り

ま

ナ

。
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官
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東
京
湾
及
び
其
の
附
近
の
地
震
に
つ

て
石 J

)1( 

r::::t 
I可

見

一
昨
年
九
月
一
日
の
相
模
大
地
震
以
後
、
相
模
湾
若
〈
は
其
の
附
近
に
頒
殺
せ
し
、
そ
れ
の
余
震
は
昨
年
八
月
頃
を
一

固
と
し
て
、

誘
後

3
れ
し
が
如
き
関
係
を
有
す
る
房
総
附
近
又
は
北
部
関
東
附
近
の
活
動
の
徐
勢
は
最
近
に
至

b
て
も
更
に
勢
を
減
ず

る
事
な
く
脚
b
℃
頭
し

3
大
小
の
地
震
を
殺
現
し
つ

L
あ
A
Y

，
日
疋
れ
徐
震
な
る
や
哉
や
は
論
外
ご
し
て
共
震
央
の
分
布
に

一
先
ず
其
勢
力
を
甚
し
く
衰
微
せ
し
が
如

3
放
態
と
な

b
し
が
之
れ
に
反
し
て
相
模
大
地
震
の
翌
日
を
以
℃

関
し
て
は
、
す
で
に
諸
先
生
及
び
諸
先
輩
に
於
か
れ
て
其
の
御
調
査
の
結
果
の
後
表
も
あ
b
著
者
も
叉
及
ず
乍
ら
も
是
の

分
布
等
に
閲
し
て
多
少
の
調
査
事
項
あ
ら
'
、
そ
れ
ら
の
結
果
は
更
に
他
白
に
迷
ぺ
て
御
高
数
を
仰
が
ん
と
欲
す
。
此
の
北

部
関
東
地
震
の
内
、
割
合
に
東
京
に
近
、
き
東
京
海
の
協
同
形
の
長
軸
を
延
長
せ
る
が
如

3
地
域
の
鬼
怒
川
疏
域
、
霞
グ
浦
附

近
に
於
て
は
相
模
大
地
震
以
前
に
於
て
も
屡
々
強
震
を
殺
生
せ

b
o




